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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 9月 5日 (2007.9.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

Ｅ Ｎ Ｕ Ｍ サ ー バ と Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ る
Ｉ Ｐ 端 末 装 置 で あ っ て 、

　 発 呼 に 際 し て 、
を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、

　 前 記 取 得 手 段 に よ り 取 得 し た
自 装 置 の 通 信 機 能 に 対 応 す る 通 信 機 能

が 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 に 設 定 さ れ て い る か 否 か を 判 別 す る 判 別 手 段 と 、
　 前 記 判 別 手 段 に よ り 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 に 設 定 さ れ て い る と 判 別
し た １ つ 又 は 複 数 の 通 信 機 能 を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、
　 前 記 表 示 手 段 に 表 示 し た 通 信 機 能

通 信 機 能 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 と の 間 の 通 信 を 制 御 す る 通 信 制 御 手 段 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る Ｉ Ｐ 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 判 別 手 段 は 、 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 に 設 定 さ れ て い る と 判 別 し
た １ つ 又 は 複 数 の 通 信 機 能 毎 に 有 効 で あ る こ と を 示 す 有 効 情 報 憶 手 段 に 記 憶 し 、
　 前 記 表 示 手 段 は 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 有 効 情 報 に 基 づ い て 、 １ つ 又 は 複 数 の 通 信
機 能 を 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の Ｉ Ｐ 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 通 信 制 御 手 段 は 、 前 記 表 示 手 段 に 表 示 し た 複
数 の 通 信 機 能 か ら 第 １ の 通 信 機 能 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 と の 間
第 １ の 通 信 を 制 御 し 、 続 い て 、 前 記 複 数 の 通 信 機 能 か ら 第 ２ の 通 信 機 能

前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 と の 間 第 ２ の 通 信 を 制 御 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の Ｉ Ｐ 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】

Ｉ Ｐ 端 末 装 置 の 保 有 す る 通 信 機 能 の 種 類 及 び そ の 接 続 先 情 報 か ら な る Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー
ス レ コ ー ド を 格 納 し Ｉ Ｐ 端 末 装 置 か ら の 問 合 せ に 応 じ て 前 記 Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド
を 返 送 す る 少 な く と も 一 つ の 通 信
機 能 を 有 す る

発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 に 対 応 す る Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド を 前 記 Ｅ Ｎ
Ｕ Ｍ サ ー バ に 問 合 わ せ て 前 記 Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド

Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド に 含 ま れ る 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端
末 装 置 の 通 信 機 能 と 自 装 置 の 通 信 機 能 と を 比 較 し 、

と 自 装 置 と の 両 方

の い ず れ か が 操 作 者 に よ り 選 択 さ れ る と 、 前 記 選 択 さ
れ た を 用 い て

と 自 装 置 と の 両 方
を 記

同 一 の 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 が 保 有 す る
が 選 択 さ れ る と 、 で 前 記

機 能 に よ る 通 信 が
選 択 さ れ る と 、 で 前 記 機 能 に よ る 通 信



　 前 記 判 別 手 段 は 、 前 記 通 信 機 能 毎 の 有 効 情 報 を 前 記 取 得 手 段 に よ り 取 得 し た 前 記 発 呼 先
Ｉ Ｐ 端 末 装 置 の と 対 応 付 け て 前 記 記 憶 手 段 に 保 存 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の Ｉ Ｐ 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 お よ び 通 信 機 能 表 示 方 法
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 に 関 し 、 特 に 、 Ｅ Ｎ Ｕ Ｍ サ ー バ を 利 用 す る Ｉ Ｐ 端 末 装 置

に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、

Ｅ Ｎ Ｕ Ｍ サ ー バ と Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ る
Ｉ Ｐ 端 末 装 置 で あ っ て 、 発 呼 に 際 し て 、

を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、 前 記 取 得 手 段 に よ り 取 得 し た

自 装 置 の 通 信 機 能 に 対 応 す る 通 信 機 能 が 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 に 設 定 さ れ て い る か 否 か
を 判 別 す る 判 別 手 段 と 、 前 記 判 別 手 段 に よ り 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 に
設 定 さ れ て い る と 判 別 し た １ つ 又 は 複 数 の 通 信 機 能 を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、 前 記 表 示 手 段
に 表 示 し た 通 信 機 能 通 信 機 能

前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 と の 間 の 通 信 を 制 御 す る 通 信 制 御 手 段 と 、 を 具 備 す る 構 成
を 採 る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド

Ｉ Ｐ 端 末 装 置 の 保 有 す る 通 信 機 能 の 種 類 及 び そ の 接 続 先 情 報 か ら な る Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー
ス レ コ ー ド を 格 納 し Ｉ Ｐ 端 末 装 置 か ら の 問 合 せ に 応 じ て 前 記 Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド
を 返 送 す る Ｅ Ｎ Ｕ Ｍ サ ー バ と Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 通 信
機 能 を 有 す る Ｉ Ｐ 端 末 装 置 の 通 信 機 能 表 示 方 法 で あ っ て 、
　 発 呼 に 際 し て 、 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 に 対 応 す る Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド を 前 記 Ｅ Ｎ
Ｕ Ｍ サ ー バ に 問 合 わ せ て 前 記 Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド を 取 得 し 、
　 前 記 取 得 し た Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド に 含 ま れ る 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 の 通 信 機
能 と 自 装 置 の 通 信 機 能 と を 比 較 し て 自 装 置 の 通 信 機 能 に 対 応 す る 通 信 機 能 が 前 記 発 呼 先 Ｉ
Ｐ 端 末 装 置 に 設 定 さ れ て い る か 否 か を 判 別 し 、
　 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 と 自 装 置 と の 両 方 に 設 定 さ れ て い る と 判 別 し た １ つ 又 は 複 数 の
通 信 機 能 を 表 示 部 に 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 通 信 機 能 表 示 方 法 。

お よ び
Ｉ Ｐ 端 末 装 置 の 通 信 機 能 表 示 方 法

Ｉ Ｐ 端 末 装 置 の 保 有 す る 通 信 機 能 の 種 類 及 び そ の 接 続 先 情 報 か ら な る Ｎ Ａ Ｐ
Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド を 格 納 し Ｉ Ｐ 端 末 装 置 か ら の 問 合 せ に 応 じ て 前 記 Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー
ス レ コ ー ド を 返 送 す る 少 な く と も
一 つ の 通 信 機 能 を 有 す る 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 に 対
応 す る Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド を 前 記 Ｅ Ｎ Ｕ Ｍ サ ー バ に 問 合 わ せ て 前 記 Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ
ソ ー ス レ コ ー ド Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス
レ コ ー ド に 含 ま れ る 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 の 通 信 機 能 と 自 装 置 の 通 信 機 能 と を 比 較 し 、

と 自 装 置 と の 両 方

の い ず れ か が 操 作 者 に よ り 選 択 さ れ る と 、 前 記 選 択 さ れ た を
用 い て



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に 係 る Ｉ Ｐ 端 末 装 置 は 、

Ｅ Ｎ Ｕ Ｍ サ ー バ と Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー
ク を 介 し て 接 続 さ れ る Ｉ Ｐ 端 末 装 置 で あ っ て 、 発 呼 に
際 し て 、

を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、 前 記 取 得 手 段 に
よ り 取 得 し た

自 装 置 の 通 信 機 能 に 対 応 す る 通 信 機 能 が 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ
端 末 装 置 に 設 定 さ れ て い る か 否 か を 判 別 す る 判 別 手 段 と 、 前 記 判 別 手 段 に よ り 前 記 発 呼 先
Ｉ Ｐ 端 末 装 置 に 設 定 さ れ て い る と 判 別 し た １ つ 又 は 複 数 の 通 信 機 能 を 表
示 す る 表 示 手 段 と 、 前 記 表 示 手 段 に 表 示 し た 通 信 機 能

通 信 機 能 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 と の 間 の 通 信 を 制 御 す る
通 信 制 御 手 段 と 、 を 具 備 す る 構 成 を 採 る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 は 、 第 １ の 態 様 に 係 る Ｉ Ｐ 端 末 装 置 に お い て 、 前 記 判 別 手 段 は 、 前
記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 に 設 定 さ れ て い る と 判 別 し た １ つ 又 は 複 数 の 通 信
機 能 毎 に 有 効 で あ る こ と を 示 す 有 効 情 報 憶 手 段 に 記 憶 し 、 前 記 表 示 手 段 は 、 前 記 記 憶
手 段 に 記 憶 さ れ た 有 効 情 報 に 基 づ い て 、 １ つ 又 は 複 数 の 通 信 機 能 を 表 示 す る 構 成 を 採 る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 は 、 第 １ の 態 様 に 係 る Ｉ Ｐ 端 末 装 置 に お い て 、 前 記 通 信 制 御 手 段 は
、 前 記 表 示 手 段 に 表 示 し た 複 数 の 通 信 機 能 か ら 第 １
の 通 信 機 能 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 と の 間 第 １ の 通 信

を 制 御 し 、 続 い て 、 前 記 複 数 の 通 信 機 能 か ら 第 ２ の 通 信 機 能 前 記 発
呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 と の 間 第 ２ の 通 信 を 制 御 す る 構 成 を 採 る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 態 様 は 、 第 ２ の 態 様 に 係 る Ｉ Ｐ 端 末 装 置 に お い て 、 前 記 判 別 手 段 は 、 前
記 通 信 機 能 毎 の 有 効 情 報 を 前 記 取 得 手 段 に よ り 取 得 し た 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 の

と 対 応 付 け て 前 記 記 憶 手 段 に 保 存 す る 構 成 を 採 る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
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Ｉ Ｐ 端 末 装 置 の 保 有 す る 通 信 機 能 の 種 類 及
び そ の 接 続 先 情 報 か ら な る Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド を 格 納 し Ｉ Ｐ 端 末 装 置 か ら の 問 合
せ に 応 じ て 前 記 Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド を 返 送 す る

少 な く と も 一 つ の 通 信 機 能 を 有 す る
発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 に 対 応 す る Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド を 前 記 Ｅ Ｎ Ｕ Ｍ サ ー

バ に 問 合 わ せ て 前 記 Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド
Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド に 含 ま れ る 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 の 通 信 機 能

と 自 装 置 の 通 信 機 能 と を 比 較 し 、

と 自 装 置 と の 両 方
の い ず れ か が 操 作 者 に よ り 選 択 さ れ

る と 、 前 記 選 択 さ れ た を 用 い て

と 自 装 置 と の 両 方
を 記

同 一 の 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 が 保 有 す る
が 選 択 さ れ る と 、 で 前 記 機 能 に よ る

通 信 が 選 択 さ れ る と 、
で 前 記 機 能 に よ る 通 信

Ｎ Ａ Ｐ
Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 態 様

。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　

。
 
 

(4) JP 2006-109086 A5 2007.10.18

に 係 る 通 信 機 能 表 示 方 法 は 、 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 の 保 有 す る 通 信 機 能 の 種
類 及 び そ の 接 続 先 情 報 か ら な る Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド を 格 納 し Ｉ Ｐ 端 末 装 置 か ら の
問 合 せ に 応 じ て 前 記 Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド を 返 送 す る Ｅ Ｎ Ｕ Ｍ サ ー バ と Ｉ Ｐ ネ ッ ト
ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 通 信 機 能 を 有 す る Ｉ Ｐ 端 末 装 置 の 通 信 機 能 表
示 方 法 で あ っ て 、 発 呼 に 際 し て 、 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 に 対 応 す る Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ
ー ド を 前 記 Ｅ Ｎ Ｕ Ｍ サ ー バ に 問 合 わ せ て 前 記 Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド を 取 得 し 、 前 記
取 得 し た Ｎ Ａ Ｐ Ｔ Ｒ リ ソ ー ス レ コ ー ド に 含 ま れ る 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 の 通 信 機 能 と 自
装 置 の 通 信 機 能 と を 比 較 し て 自 装 置 の 通 信 機 能 に 対 応 す る 通 信 機 能 が 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末
装 置 に 設 定 さ れ て い る か 否 か を 判 別 し 、 前 記 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 と 自 装 置 と の 両 方 に 設 定
さ れ て い る と 判 別 し た １ つ 又 は 複 数 の 通 信 機 能 を 表 示 部 に 表 示 す る も の と す る

こ の 方 法 に よ れ ば 、 発 呼 元 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 の ユ ー ザ は 、 発 呼 先 Ｉ Ｐ 端 末 装 置 の 通 信 機 能 を
調 べ る 手 間 を 省 略 す る こ と が で き 、 誤 っ た 通 信 機 能 を 選 択 す る と い っ た 事 態 を 防 止 す る こ
と が で き る
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